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Periplus

人になったという実感と、政治について全然知らな 

いなということを痛感しました。」 

ドットジェイピー山形エリア代表の上野雄登さん(21) 

 は、初めて投票した時の感想をこのように語る。 

2016年に投票年齢の 18歳への引き下げが施行された時高 

校 3年生だった上野さんは、せっかくだからと 2017 年の衆院 

選で初めての投票し、そこから政治に興味を持つようになった 

という。その後、大学 2年生の時に友人からドットジェイピー 

を紹介された上野さんは、その時の印象について次のように語 

る。 

「入ってみて色んな方と関わる中で、よく若者の政治的無関心 

が課題としてあげられますが、以外と若い人って政治的関心自 

体は高いなと感じました。ただ、投票に行くかと聞かれたら、 

“行かない” と答える人が多いという印象です。それは単に自分 

の休みや別の用事を削ってまで投票に行こうと思わないからだ 

と思います。」 

  

山形県における若者と政治の距離について上野さんは、 

「肌感覚としては若者と政治の距離は近いなと感じます。とい 

うのも、山形県は地域交流が多く、山形大学でも地域の方とも 

交流を通して学ぶ実践型プログラムが充実しています。そこで 

は特に政治の話題に限定しているわけでは無く、いろんな話題 

を交流のテーマとして扱っているのですが、投票率の高い高齢 

者の方とも交流をすることによって間接的に政治への関心も高まっていくと感じています。ただ今年の 1月 24

日に実施された山形県知事選挙に関しては、正直今回の県知事選挙の投票率は、山形県にしては低いなという

印象です。というのも、今回は 12年ぶりに今までのような無投票ではなく、選挙が行われ人を選ぶことができ

るにも関わらず、12年前の投票率 65.51%よりも低い 62.94%だったんですね。私としては、12年ぶりの選挙

なので投票率も上がるかなと予想していましたし、ドットジェイピー山形でも Twitterや SNSでの発信や、地

元の情報番組に出演して投票などについてのトークをさせていただいたんですけど、予想とは違いましたね。

まだ年代別の投票率が出ていないので、そこのところは何とも言えませんが、全体として下がっているので若

者の投票率も下がっているのではないかと見ています。その原因としては新型コロナによる外出自粛の影響も
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少なからずあるとは思いますが、正確な原因は今のところはまだわかりません。ただ、今後の選挙の形として

従来の対面での集会とかをゼロにはできないとは思いますが、若者への投票アプローチは Webや SNSがより

重要性を増すのは確実だと思います。」 

と語ってくれた。 

 

 また若者の政治参加を促進するにあたって、今後必要になってくることについて上野さんは次のように語

る。 

 「そうですね、政治の接し易さというのが必要になると思います。というのも現状、” 県知事が誰になろう

が私たちの生活が何か変わらないでしょ” という意識が若者の間に根付いていると思います。なので、”そうじ

ゃないんだよ” というところをもっと発信して、浸透させることができれば投票にも行こうという流れにも繋

がってくるのではないでしょうか。」 

 

最後に上野さんにとって “政治とは” を伺った。 

 「政治とはですか…..そうですね、思っている以上に大事なものということでしょうか。特に地方の政治家の

任期は 4年間ですけど、誰が当選するかによってその都道府県全体の経済とかの方向性って実際はかなり変わ

ると思うんですね。でもその変化って以外と日常生活の表には出てこないというか見えづらいんですよ。でも

俯瞰的に見たり数字とか長いスパンで見ると結構変わっているので、そういった点で思っている以上に大事と

いうことですね。」 

 

形県はi平成 29年に実施された第 48回衆議院総選挙では投票率が 64.7%と、全体投票率 53.68%より

約 11ポイントも上回っており、令和元年に実施された第 25回参議院通常選挙においても、投票率は

60.74%と全体投票率 48.8%よりこちらも約 11ポイント上回り、この数値は全国トップである。また

20代の投票率も第 48回衆議院総選挙ではii41.9%と全体の 33.85%よりも上回っている。 

 この背景を考えた時に鍵となるのが、上野さんも指摘していた “地域との交流” ではないだろうか。若者が地

域の高齢者や幅広い年代の人々と継続的に交流することで、間接的に政治にも興味を持つようになるという点

は若者の政治参加促進を考える上で非常に重要であると考える。その為には ”地域交流の場” を作ることが不可

欠であり、特に都市部においては学校が小学校から中学校、高校と切れ目なく、若者と地域をつなげる存在に

なっていくことが必要なのではないだろうか。 

 

 

 
i https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/data/shugiin48/index.html 平成 29年 10月 22 日執行 衆議院議員

総選挙・最高裁判所裁判官国民審査 速報結果 “都道府県別投票率(小選挙区)” 総務省ホームページ 

https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/data/sangiin25/index.html 令和元年 7月 21日執行 参議院議員通常

選挙 速報結果 “都道府県別有権者数、投票者数、投票率(選挙区)(比較)” 総務省ホームページ 

https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/sonota/nendaibetu/ 国政選挙における年代別投票率について 総

務省ホームページ より引用。なお投票率順位は筆者算出。 
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https://www.pref.yamagata.jp/910001/kensei/senkyo/kakushu_kekka/shuugiinsangiiin/r01sansenkyokekka.html 
第 25 回参議院議員通常選挙 選挙結果のお知らせ “年代別投票率(推計値)” 山形県ホームページより筆者算出 
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